
 

 

 

 

 

 

Ⅰ  はじめに  

エネルギー・環境問題という社会的課題の解決に対し，図画工作科に何ができる

か―この問題意識に基づき，2007 年（ 平 成 19 年 ）度から様々な授業実践を試みて

きた １ ）。その一環である本実践は，福島第 1 原発の事故を契機として全国的な課

題となった節電をテーマとして計画・実施したものである。対象学年は 5 年生であ

る。  

 

Ⅱ  実践の概要  

福島第 1 原発の事故から 1 年余 ２ ）。国内原発の全基停止に伴う電力不足に備え

るため，政府は今夏も沖縄を除く全国で節電を求めている。昨夏に続く「節電の夏」

である（ 中 部 電 力 に 対 し て は 昨 年 の 実績 を 上回 る「 5％ 」の 節 電 が 要請 さ れ た ）。節電は電力

不足への対応だけでなく，二酸化炭素の発生抑制や原発依存からの脱却を進めるた

めにも欠かせない。家庭や事業所において可能な範囲で取り組み，将来の「低エネ

ルギー社会」の実現につなげる必要がある。  

本題材は上の状況を受け，子どもの節電意識の喚起をめざして設定するものであ

る。具体的には，大豆，小豆など豆から発想したキャラクターの立体的な標識を工

夫してつくって校内に展示し，こまめ
．．．

な節電を視覚的に呼びかける活動である。  

主な材料は軽量紙粘土である。この材料は軽量で伸縮性が高く，様々な形状を容

易につくり出すことができる。また，水彩絵の具を直接練り込む（「 練 り 込 み 」と 称す

る ）ことによって，明度の高い鮮やかな色彩が得られる。乾燥後，ペンによる加筆

も容易である。ただし，細長い形状の造作には向かない。よって，キャラクターの

手足などの表現 を可 能とする ため，アルミ針金を準備する。台紙には黄ボール紙

（ 12cm×12cm×1mm）を用いる。これに色画用紙を貼り付ける。色は， JIS（ 日 本 工 業

規 格 ）が定める安全色彩のうち，「禁止」，「注意」，「安全・安心」，「指示」を表す赤，

黄，緑，青の 4 色を準備し，表現内容に応じて子どもに選ばせる。  

完成作品には裏側に粘着剤付マグネットを貼り付け，授業後，校内各所のコンセ

１ ）  こ れ ま で の 取 り 組 みに つ い て は ， 平 成 19～ 22 年 度 の 『 エ ネ ル ギ ー 環境 教 育 成 果 報 告書 』（ 三

重 大 学 ・ 中 部 電力 ） を参 照 い た だ き たい 。  
２ ）  「 Ⅰ  は じ め に 」，「Ⅱ  実 践 の 概 要」 の 部 分は ， 平 成 24 年 5 月 に 作 成 し た 。  
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ア イ デ ア ・ ス ケッ チ をす る  

 

配 色 を 検 討 す る  

 

「 構 想 シ ー ト 」の 一 例  

 

ントや電灯のスチッチ付近に一定期間展示する。配当時間は全 5 時間である。  

Ⅲ  授業の実際  

１．第一次（第１時）：学習課題を知る  

子どもを黒板前に集める。「    の夏」と板書し，   に入る言葉を問う。し

ばらくして「節電」が出る。意味を確認した後，「なぜ節電が必要なのか。」と問う。

子どもからは，「東日本大震災で原発が壊れて，今までのように電気が作れなくなっ

たから。」，「安全かどうかが心配なので，日本中の原発が停止していて電力が足りな

いから。」等が出る。よく知っていることを褒め，「では，節電のために私たちにで

きることは何か。」と問う。「エアコンをあまり使わない。」，「設定温度を 28 度にす

る。」，「必要がない時は消灯する。」，「使わない電化製品は，コンセントを抜く。」，

「主電源を切る。」等が出る。板書後，これらの節電の取り組みによって，温暖化の

原因とされる二酸化炭素の発生も抑制されることを話す。  

続いて，題材名・学習課題（ こ ま め な 節 電 を よ び か け る 豆 型 キ ャ ラ ク タ ー の 立 体 的 な 標

識 を ，色 や ポ ー ズな どを 工 夫 し て つ くろ う 。）・配当時間を知らせ，材料・用具について実

物を見せながら説明する。加えて，活動への意欲喚起のため，本題材では作品を通

したコミュニケーションの範囲が通常 ３ ） よりも広がること，すなわち完成作品は

授業後，校内に展示し他学級・他学年による鑑賞の対象になることを話した。  

 

２．第二次（第２時）：構想を練る  

導入後，「構想

シート」（ A4 サ

イ ズ の ワ ー ク シ

ー ト 。 左 図 参 照）

を用いて作品の

構想を練る。  

シートには，

4 つの設問 ４ ）

が印刷されてい

る。それらに取

り組むことで，

子どもの活動目

的と作品のイメ

３ ）  多 く の 題 材 に お け るコ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン の範 囲 は 学 級 内 であ る 。  
４ ）  ① 取 り 組 む テ ー マ（ エ ア コ ン ，照 明 ，待機 電力 か ら 選 択 す る），② 見る 人 に 伝 え た い メ ッ セ ー

ジ ， ③ ア イ デ ア・ ス ケッ チ ， ④ 子 ど も自 身 が準 備 す る 材 料 ・用 具 の 4 点 で あ る 。  

 

 

 

  

 

                                                   



 

第 二 次 の 板 書  

ージは，しだいに明  

確になり具体化される。活動に際しては，子

どものイメージ喚起を支援するための資料と

して，黒板に大豆，小豆等，豆類の画像と安

全色彩のうちの 4 色（ 赤 ， 黄 ， 緑 ，青 ）の色画

用紙をその意味（「 禁 止 」，「 注 意 」，「安 全・安心 」，

「 指 示 」）とともに提示した。  

 

３．第三次（第３・４時）：「エコまめくん」をつくる  

表現活動の開始である。子どもは軽量紙粘土の心地よい手触りと，「練り込み」

から得られる鮮やかな色彩を楽しみながら活動を進めた。主役である「エコまめく

ん」本体の形ができると，そこに手足がつけられ，表情・服装等の細部がつくられ

る。続いて活動は，対役（ 節 電 行 動 を と ら な い キ ャ ラ ク タ ー 等 ）やエアコン，電灯のス

イッチ等の造形へと移る。これら上部の構造物の次は，メッセージに合わせて選ん

だ色画用紙を黄ボール紙に貼り付けて背景部をつくる。最後に両者を接着して完成

である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．第四次（第５時）：鑑賞し展示する  

  最後に，完成作品を机の上に並べて鑑賞し，互いに発想の面白さや表現の良さを

味わった。その後，仲間の作品の中からメッセージが最も効果的に表されていると

   

お お ま か な 形 をつ く る        手 足 が表 現 さ れる       ス イ ッチ の 形 状 を 観 察す る  

   

帽 子 や 服 装 を 表現 す る       背 景 部を つ くる          主 役を 背 景 部 に 接 着す る  

  



   

作 品 １            作 品 ２            作 品３  

   

作 品 ４            作 品 ５            作 品６  

   

作 品 ７            作 品 ８            作 品９  

  

展 示 さ れ た 作 品①       展 示 され た 作品 ②  

考えるものを 1 点選び，その理由を短く作文させた。以下は，その一部である。  

・  わかりやすい作品で，表情もおもしろかったからです。まねしてみたいです。  

・  いやなポーズと，うれしそうなポーズでメッセージが伝わってきた。表情でも

分かった。見ている人にメッセージを伝えることができる作品でした。  

・  言葉を使わなくても伝えたい事が伝わってくるから。  

鑑賞後は，作品の裏側

に粘着材付マグネットを

貼り付けて，教室や職員

室等，子どもが事前に選

定しておいた場所に展示

した。  

 

 

Ⅳ  子どもの作品  



Ⅴ  授業後の感想  

・  とてもみじかい時間でしたが色々な工夫をしたり，表現なども考えたりと，

それが楽しかったです。  

・  緑色と赤色のマメは，意味を考えてしました。楽しかったし，色の意味もわ

かって良かったです。 ECO の大切さも分かりました。  

・  今まで節電などは考えてなかったけど，この学習で自分が満足できる作品と，

これからは節電の事を考えようと思いました。  

・  どうやったらみんなに伝わるかを考えて作業した。  

・  エアコンの風をセロテープで表したり，うちわを作ったりするのがとても楽

しかった。エアコンのリモコンに「止」のマークを付け，そのマークをエコま

めくんがおしている感じにできてよかった。エコまめくんの豆の種類も，「こま

め」→小豆→あずき，という感じで工夫して作ることができた。見る人に私の

メッセージが伝わればいいな，と思った。  

 

Ⅵ  おわりに  

  福島第 1 原発の事故を契機として，原発に依存する我が国の電力供給システムの

脆弱性が明らかとなった。本実践では，色や形等によってイメージやメッセージを

可視化し互いに伝え合うという図画工作科の活動特性を生かし，表現者，鑑賞者双

方の節電意識の喚起を企図した。  

今回は，より多くの鑑賞者（ 他 学 級・他 学 年 の子 ど も ）に節電行動を呼びかけるため，

授業後，完成作品を校内に展示することを事前に伝え，「伝わる表現」の追求を促し

た。短時間（ 全 5 時 間 。 う ち 表 現 活 動 は 4 時間 ）の取り組みであったが，子どもは集中

し楽しみながら活動を展開していた。ある子どもが仲間の作品について「言葉を使

わなくても伝えたい事が伝わってくる」と作文で評しているように，伝達性に優れ

ユーモアに富む作品が数多く生み出された。活動時の子どもの様子，作品，作文の

内容から判断する限り，目的は概ね達成できたと考えられる。  

しかし，課題も残る。第 1 に，授業後，多くの鑑賞者を得る状況をつくりながら，

その反応を表現者が知る機会を確保しなかった点である。何らかの方法で鑑賞者の

反応を表現者にフィードバックすることができれば，以後の活動の参考や励みにな

ったはずである。第 2 に，本実践における節電の扱い方が，原発停止に伴う電力不

足への対応という，いわば対症療法的であった点である。「とりあえず節電」という

認識では不十分である。今後は，現今の社会や私たちの生活の在り様を根本的に見

直し，将来の「低エネルギー社会」を展望するような実践を展開していきたい。  


